
 

 

２０１５年度冬期増区施設について 

 

 日本郵便株式会社信越支社要員集配部は、本日（9 月 11 日）「２０１５年度冬期増

区施設」について地方本部に説明してきました。 

 

前年度の計画施設数と同等承認を行うが、月の途中で開始、終了する局があるため、

曜日回りで年度により増減するとしているものです。 

今年度については、開設局の承認数は旧支店３３．旧集配センターについては８９

となり昨年と同数となっています。局別承認数は支社資料別紙を参照願います。 

なお、単人員は各局人員の積み上げ、延人員は各局人員×日数を積み上げたものと

しています。 

  

１ 施設数 

（１）開設支店数等 

  ① 旧支店・３３（前年３３）、② 集配センター・８９（前年８９） 

（２）単人員 

   310.8人 

（３）延人員 

   22.343.2（人・日）（前年 22.120.6（人・日）） 

 

２ 天候不良時の対応 

 天候等の状況により、期間前の施設開設又は期間延長が必要な場合は、事前に個別

連絡を受け対応するとしています。 

 

３ 期間雇用社員による代替 

 原則、受託者の確保となりますが、計画時に受託者の確保が困難な場合は、期間雇

用社員による代替で対応するとしています。 

 

 なお、各局では年末年始要員配置計画時に説明を受け、意思疎通をはかることとし

ます。 
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昨年は、支社から１０月末での提示となり募集期間が短く、非常に厳しい募集内

容となり関係支部においては、大変なご迷惑をお掛け致しました。 

今年度については早めの提示（９月中）を支社に求め本日としました、確保人員

の情報提供については地本へ９月末より報告を求め、特に昨年不足人員の郵便局に

注視して参ります。 

よって、関係局（３７局）については現段階から非公式扱いの意見交換も随時求

めることと致しましたので、昨年の状況等を踏まえ対応を願います。 

 

【労使対応】  単局窓口 

 


